


　
２
月
24
日（
火
）
か
が
み
い
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｃ
）
設
立

総
会
が
行
わ
れ
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
今
月
号
で
は
会
員
募
集
が
始
ま
り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
を
図
ろ
う
と
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。�

　
か
が
み
い
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
は
、
皆
さ
ん
が
各
地
域
で
ス

ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ
、
発
展
さ

せ
て
い
く
ク
ラ
ブ
で
す
。
「
地
域
」

の
皆
さ
ん
が
主
役
と
な
り
、
企

画
か
ら
運
営
ま
で
を
行
い
ま
す
。�

����

　
か
が
み
い
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
総
会
は
、
約
50
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
設

立
準
備
委
員
会
の
佐
藤
靖
弘
会

長
が
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
事
業
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
藤
靖
弘
会
長
を
含
め
19
人
の

役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
設
立
総
会
終
了
後
に
は
、
福

島
大
学
川
本
和
久
教
授
に
よ
る

記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
会
に
は
、
日
本
陸
上
界

を
席
巻
す
る
カ
リ
ス
マ
コ
ー
チ

か
ら
何
か
得
よ
う
と
会
場
に
は

約
１
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。�

����

　
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
大
き
く
分

け
る
と
、
　
ス
ク
ー
ル
活
動
　

サ
ー
ク
ル
活
動
　
イ
ベ
ン
ト
活

動
―
の
３
つ
で
す
。
参
加
し
た

い
活
動
を
選
択
で
き
ま
す
。�

　
ス
ク
ー
ル
活
動
は
、
競
技
力

向
上
や
大
会
へ
の
参
加
を
目
指
し
、

団
体
ご
と
に
活
動
し
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
も
こ
の
部
門
に

入
り
ま
す
。�

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
趣
味
や

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を

目
的
に
活
動
し
ま
す
。
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
方
に

は
も
っ
て
こ
い
で
す
。�

　
イ
ベ
ン
ト
活
動
は
、
様
々
な

活
動
が
体
験
で
き
、
会
員
だ
け

で
な
く
、
会
員
以
外
の
方
も
参

加
で
き
る
楽
し
い
活
動
で
す
。�

����

　
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
、
受
益
者

負
担
が
原
則
と
な
り
、
会
費
は

右
の
表
の
と
お
り
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
は
、

入
会
申
込
書
、
顔
写
真
（
縦
３

cm
×
横
２
・
５
cm
）
、
入
会
金
、

保
険
料
、
活
動
会
費
で
す
。
サ

ー
ク
ル
形
式
で
参
加
の
方
は
、

１
年
間
通
し
て
利
用
で
き
る
「
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
」
ま
た
は
回
数

券
型
の
「
チ
ケ
ッ
ト
」
の
い
ず

れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。�

　
会
員
に
な
る
と
、
会
員
証
が

発
行
さ
れ
、
協
賛
店
で
の
優
待
、

ク
ラ
ブ
会
報
で
活
動
紹
介
や
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
が
受
け
ら
れ
る

な
ど
会
員
特
典
が
盛
り
沢
山
で
す
。�

　
ま
た
、
会
費
に
含
ま
れ
る
保

険
は
ク
ラ
ブ
の
全
活
動
に
お
け

る
事
故
や
ケ
ガ
が
カ
バ
ー
さ
れ

ま
す
。�

　
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
機
会
に
皆

さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。�

◎
問
い
合
わ
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「
地
域
」の
皆
さ
ん
が
主
役�

事
業
計
画
な
ど
を
承
認�

会
員
特
典
が
盛
り
沢
山�

目
的
に
応
じ
た
活
動
を
選
択�

「かがみいしスポーツクラブ」活動内容一覧�

※スクール会員がサークル活動にも参加する場合は、「活動会費」が必要となります。�
※チケットは「すいすい」の利用料金にも使用できます（必要枚数をお渡しください）。年間パスポ
ートは対象外です。�

会　費�

会員区別�

種　　別� スクール�

500円�

600円�

団体ごと�

サークル�

1,000円�

600円�

1,500円�

（年間パスポート�
の場合）�

サークル�

3,500円�

家族構成�
に応じて�
負担　　�

家族構成�
に応じて�
負担　　�

6,500円�

サークル�

5,000円�

7,500円�

※年間パスを購入せず、チケット（13枚綴り1,000円）購入でも可。�

スクール�

1,000円�

1,600円�

団体ごと�

サークル�

2,000円�

1,600円�

3,000円�

65歳以上は800

1,100円� 2,600円� 10,000円�
＋保険料�

12,500円�
＋保険料�

3,100円�
（年間パスポート�

の場合）�

6,600円�
合　　計�

入会金�
（毎年更新）�

保険料�
（毎年更新）�

活動会費�
（年間パスポート）�

子ども�
一般�

（16歳以上）�
ファミリー�
（3人）�

ファミリー�
（4人以上）�

種　別� 活　動　種　目�
★　専門指導者に基礎から学ぶ�
　◇　ジュニア陸上クラブ、駅伝・ランニングクラブ�
　◇　フットサルクラブ�
　◇　空　手�
　◇　剣　道�
　◇　サッカー�
　◇　バスケットボール�
　◇　インディアカ�
　◇　９人制バレーボール�
　◇　水　泳�
　◇　ミニバスケットボール�
★　年代に応じた多種多様なプログラム、�
　　好きなときに好きな種目を楽しむ�
　◇　フットサル（5人制のミニサッカー）�
　◇　バレーボール（家庭バレーボール）�
　◇　テニス（硬式テニス）�
　◇　バドミントン�
　◇　卓球�
　◇　スキー�
　◇　水泳�
　◇　ランニング�
　◇　英会話教室（親子、ジュニア）�
１）継続型イベント�
　◇　スポーツバイキングデー（６回）�
　◇　パソコン教室（５回コースを年３回）�
　◇　各種スポーツ教室（３～10回）�
　　　（水泳、ゴルフなど）�
　◇　各種講習会（随時）�
　　　（テーピングなど）�
２）単発型イベント�
　◇　ウォークラリーin鳥見山（９月予定）�
　◇　スポーツ体験教室（６月予定）�
　◇　スポ・レク大会（９月予定）�
　◇　トップアスリート教室（随時）�

スクール�
・競技力向上�
・一貫指導�
�
※団体ごとの会
費が必要になり
ます。�
�

サークル�
・趣味�
・多種目�
・健康づくり�
・仲間づくり�
�
※活動会費は「年
間パスポート」、
「チケット」のい
ずれかをお選び
ください。必要な
チケットの枚数
は活動によって
異なります。�
�
イベント�
・交流�
・体験�
・講習会�
�
※会員の方はど
なたでも参加で
きます。�
�

記念講演会の内容�

　川本教授は、コーチ

の仕事を、「選手の潜

在能力を引き出すこ

とで、やる気を出させ、

夢や希望を持たせる

こと」などと話されて

いました。�

　オリンピックメン

バーを生み出すまでの秘話や、日本陸上界のトッ

プアスリートを次々と世界へ送り出すまでの苦労

話など、先生の温厚な人柄が現れたユーモアあふ

れる講演でした。�

演題「勝利への伴走者」�

福島大学  川本教授�福島大学  川本教授�
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日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
農
業
、
自
営
業
、

学
生
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
て
も

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
、
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
原
則
25
年

以
上
の
年
金
加
入
期
間
（
保
険
料

を
納
め
た
期
間
＋
免
除
を
受
け
た

期
間
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
加

入
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
で
い
る

と
、
加
入
期
間
が
満
た
な
く
な
り
、

年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
会
社
を
退
職

し
た
方
は
、必
ず
町
税
務
町
民
課

で
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。�

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
も
、

経
済
的
な
事
情
で
納
付
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
退
職
に
よ
る
免
除
申
請
の

手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
。�

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
は
、

原
則
65
歳
以
上
で
す
。
た
だ
し
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
に
段
階
的
に
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。
ま

た
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
の

請
求
は
段
階
的
に
増
額
さ
れ
た
年

金
を
受
給
で
き
ま
す
。�

　
加
入
期
間
が
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
合
わ
せ
て
25
年
（
納
付
期
間
、

免
除
期
間
を
合
算
し
て
）
以
上
の

要
件
を
満
た
し
た
方
で
請
求
を
す

る
場
合
は
、
必
要
書
類
（
注
１
）

を
添
付
し
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
年
金
加
入
期
間
が
国
民
年

金
の
み
の
方
は
町
税
務
町
民
課�

で
の
請
求
が
可
能
で
す
。
厚
生
年

金
加
入
期
間
の
あ
る
方
は
、
社
会

保
険
事
務
所
で
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

�（
注
１
）必
要
書
類
は
各
人
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
事
前
に
社
会
保

険
事
務
所
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

住
所
変
更
の
時
は�

　
　
　
異
動
届
け
を�

み
ん
な
で
支
え
あ
う�

　
　
　
　
　
　
国
民
年
金�

国
民
年
金
加
入
の�

　
　
　
　
手
続
き
を�

国
民
年
金
を�

　
　
受
給
す
る
に
は�

　
転
入
や
転
出
な
ど
に
よ
っ
て

住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、

役
場
で
住
所
異
動
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
正
し
い
住
所
を

届
け
て
い
な
い
と
国
民
年
金
や

国
民
健
康
保
険
、
医
療
費
の
助

成
や
児
童
手
当
の
給
付
が
受
け

ら
れ
な
い
な
ど
の
影
響
が
出
て

き
ま
す
。
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
必
ず
期
限
内
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
各
届
出
の
期
限
は
、

表
１
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
住
民
異
動
や
戸
籍
の
届
出
の
際
、

本
人
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
、

顔
写
真
付
の
身
分
証
明
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。�

　
届
出
は
、
異
動
者
本
人
ま
た

は
同
じ
世
帯
の
方
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
が
代
理

人
と
し
て
届
け
る
場
合
は
、
異

動
者
本
人
が
書
い
た
委
任
状
が

必
要
で
す
。�

���

　
印
鑑
登
録
の
手
続
き
は
、
登

録
す
る
本
人
が
申
請
す
る
の
が

原
則
で
す
。
ど
う
し
て
も
代
理

人
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
本
人
が
書
い
た
代
理

人
選
任
届
が
必
要
で
す
。�

　
な
お
、
代
理
人
申
請
の
場
合
、

そ
の
場
で
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

及
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付
は
出

来
ま
せ
ん
。
登
録
意
思
を
確
認

す
る
た
め
の
照
会
書
を
本
人
宛

に
郵
送
し
、
本
人
が
署
名
・
押

印
し
た
回
答
書
を
本
人
ま
た
は

代
理
人
が
お
持
ち
に
な
っ
た
と

き
に
交
付
し
ま
す
の
で
余
裕
を

持
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。�
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こ
れ
か
ら
の
時
期
、
特
に
週

始
め
や
金
曜
日
は
窓
口
が
混
み

合
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
転
入

と
同
時
に
婚
姻
な
ど
の
戸
籍
届

出
や
印
鑑
登
録
・
保
険
証
交
付

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
手

続
き
に
多
少
お
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

���

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
、

脱
退
し
た
場
合
は
、
役
場
へ
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
加
入
や
脱
退
の
届
出
が
遅
れ

る
と
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
何
年
分
も
納
め
る
こ
と
に
な

っ
た
り
、
国
保
で
使
っ
た
医
療

費
を
後
で
返
す
こ
と
に
な
っ
た

り
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

　
な
お
、
国
保
に
加
入
す
る
場

合
は
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
証
明
書
（
退
職
し
た
証
明

書
な
ど
）
を
、
国
保
を
脱
退
す

る
と
き
は
、
職
場
の
健
康
保
険

証
と
国
民
健
康
保
険
証
の
両
方

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
届
出
に
持
参
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
表
２
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。�
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児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い

る
方
が
転
居
や
転
出
な
ど
の
住

所
変
更
を
し
た
と
き
に
は
、
変

更
後
14
日
以
内
に
、
受
給
者
証

を
持
っ
て
町
健
康
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
転
出
さ
れ
る
方
で
、

引
き
続
き
他
の
市
町
村
で
受
給

さ
れ
る
方
は
、
本
町
で
発
行
す

る
所
得
証
明
書
を
持
っ
て
転
入

先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
た
方
は
、

手
当
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。�

���

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
が
、
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
す
と
本
町
で
の
受
給
資
格
は

な
く
な
り
ま
す
。
受
給
者
の
方
は
、

本
町
か
ら
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
の
交
付
を
受
け
、
転
出
し

た
日
か
ら
15
日
以
内
に
転
入
さ

れ
た
市
町
村
で
新
た
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。�

���

　
引
っ
越
し
で
、
水
道
を
止
め

た
り
、
新
た
に
使
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
３
日
前
ま
で
に
上
下

水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
は
、
引
っ
越
し
当
日
ま
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
家
を
新
築
や
改
築
す

る
た
め
に
水
道
の
使
用
を
一
時

中
止
す
る
場
合
や
、
旅
行
な
ど

で
長
期
間
留
守
に
す
る
た
め
に

水
道
を
ご
使
用
に
な
ら
な
い
場

合
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　春は入学・就職そして転勤などで引越しをする方も多いと思います。
今月は、住所異動などに関する手続きについてお知らせいたします。�

問い合わせ窓口�

印
鑑
登
録
は�

　
　
本
人
が
申
請
を�

届
出
は
時
間
の�

　
　
余
裕
を
持
っ
て�

就
職
・
退
職
し
た
ら�

　
国
保
の
手
続
き
を�

児
童
扶
養
手
当
な
ど
を�

　
　
受
け
て
い
る
方
は�

児
童
手
当
を
受
け
て�

い
る
方
は�

水
道
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に�
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表1  住民異動届一覧�表2  国保の届出一覧�

届出�
事項�

どんなときに�
（届出事由）�

いつ�
（届出期間）�

持参するもの�こんなとき�
だれが�
（届出人）�

届出に必要なもの�
（添付書類など）�

転
入
届�

国
保
に
加
入
す
る
と
き�

国
保
を
や
め
る
と
き�

そ
の
他
の
異
動�

町外から鏡
石町に住所
を移したと
き�
�

他の市区町村から転入してきたとき�

職場の健康保険をやめたとき�
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき�

子どもが生まれたとき�

生活保護を受けなくなったとき�

外国籍の人が加入するとき�

他の市区町村に転出するとき�

職場の健康保険に加入したとき�

職場の健康保険の被扶養者になったとき�

国保の被保険者が死亡したとき�

生活保護を受けるようになったとき�

外国籍の人がやめるとき�

退職者医療制度の対象となったとき�

同じ市区町村で住所が変わったとき�

世帯主や氏名が変わったとき�

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき�

修学のため、別に住所を定めるとき�

保険証をなくしたとき�

（あるいは汚れて使えなくなったとき）�

他の市区町村の転出証明書、印鑑�

健康保険をやめた証明書（退職証明書など）
印鑑、年金受給している方は年金証書�

親の保険証、母子健康手帳、通帳、印鑑�

印鑑�

外国人登録証明書�

保険証、印鑑�

国保と職場の健康保険の両方

の保険証、印鑑�

死亡を証明するもの、保険証、通帳、印鑑�

保険証、印鑑�

保険証、外国人登録証明書�

保険証、年金証書、印鑑�

�

保険証、印鑑�

�

保険証、在学証明書、印鑑�

身分を証明するもの、印鑑�

�

住み始
めた日
から14
日以内�
�

本人、
同じ世
帯の方�
または
代理人
（※）�

転
出
届�

鏡石町から
町外に住所
を移すとき�
�

新住所
に移る
前に�

本人、
同じ世
帯の方�
または
代理人
（※）�

転
居
届�

鏡石町内で
住所が変わ
ったとき�
�

住み始
めた日
から14
日以内�
�

本人、
同じ世
帯の方�
または
代理人
（※）�

※代理人の場合は委任状が必要です。�

住所の異動には住民異動届の手続きを�
　他の市区町村への転出、鏡石町内での転居など住所が変わるときには、
住民異動届（左の写真参照）の手続きが必要となります。住民異動届の
用紙は、窓口に備え付けてありますので、窓口の職員に声をかけてください。�



新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めください。�きっぷは鏡石駅で� 燃えるごみは、水をよく切ってから町指定のごみ袋で出してください。�ごみは分別を�

つどいの広場  子育て講座から�
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表彰状を受領する矢部さん（写真右）�

スポーツ分野で活躍の５人が受賞�
＝町教育委員会表彰式＝�

　スポーツや文化などで活躍された方々を表彰す

る平成20年度町教育委員会表彰式が１月26日（月）

町公民館で行われ、東北大会や全国大会に出場さ

れた５人の高校生が受賞されました。�

受賞者は次のとおり�

矢部達也さん（サッカー）、佐藤優彰さん（陸上）、

廣瀬由紀子さん（バスケットボール）、遠藤菜央さ

ん（陸上）、正木友佳子さん（陸上）�

木賊町長を囲み力強くガッツポーズする選手たち�

スポ少ミニバスが東北大会に出場�
＝東北ミニバス交歓大会＝�

　鏡石ミニバスケットボールスポーツ少年団（緑

川恵美コーチ）は、２月28日、３月１日の２日間、

宮城県利府町で行われた東北ミニバスケットボー

ル交歓大会に出場しました。当日は、チーム一丸

となり、一生懸命プレーしました。また、団員16

人が１月23日（金）木賊町長を訪れ、東北大会への

出場報告をしました。�

インタビューを受ける山野辺委員長（中央）と太田渉さん（右から２人目）�

ふるさと楽園賞を受賞�
＝東北ふるさとＣＭフェスティバル＝�

　東北ふるさとＣＭフェスティバルが２月５日（木）

仙台市で行われ、キラッセまちづくり（山野辺龍

介委員長）の関係者11人が出席しました。この祭

典には、東北各県の代表作品６点が出品され、当

町の作品「人生のワルツ」は高い評価を受け、ふ

るさと楽園賞を受賞しました。ＣＭは、町のホー

ムページなどでもご覧いただけます。�

感謝状を披露する会田さん（写真右）�

農業の発展に17年間尽力�
＝県知事感謝状受賞報告＝�

　県農業指導士の会田ヨシ子さん（成田）は、平

成４年から今年３月までの17年間農業の発展に尽

力された功績が認められ、県知事より感謝状が贈

呈されました。会田さんは、２月13日（金）木賊町

長を訪れ、受賞の報告をされました。今回の受賞

に対し会田さんは「大変勉強になりました」と謙

虚に感想を話されていました。�

　
４
月
か
ら
新
５
年
生
及
び
新

６
年
生
に
な
る
保
護
者
の
方
に
は
、

登
録
申
請
の
ご
案
内
を
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
医
療
費
の
助
成
を
受

け
る
に
は
、
「
受
給
資
格
証
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
さ

れ
た
方
に
は
、
３
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

����

　
４
月
か
ら
乳
幼
児
（
０
歳
か

ら
６
歳
児
）
と
小
学
生
と
の
資

格
証
を
区
別
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
は
、

現
在
お
持
ち
の
資
格
証
を
引
き

続
き
お
使
い
く
だ
さ
い
。�

　
新
１
年
生
か
ら
新
４
年
生
の

お
子
さ
ん
に
は
、
有
効
期
限
を

更
新
し
た
新
し
い
資
格
証
を
３

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。�

����

　
新
４
年
生
か
ら
新
６
年
生
の

お
子
さ
ん
に
は
、
負
担
割
合
の

表
記
を
変
更
し
た
新
し
い
保
険

証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
お
子
さ
ん
は
、
９

月
下
旬
の
一
斉
更
新
ま
で
、
現

在
お
持
ち
の
保
険
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
税
務
町
民
課�
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―
２
１
１
２�

　町では、現在、小学３年生までのお子さんを対象に医療費の助成を
しています。本年４月１日から、子育て支援の一環として、助成の対
象者を小学６年生（12歳）まで拡大することになりました。ここでは、
医療費の助成を受けるための手続きについてお知らせします。�

■乳幼児・児童医療費助成制度�

社
会
保
険
・
健
保
組
合
な
ど�

の
方
の
手
続
き
は�

国
民
健
康
保
険
の
方
の�

手
続
き
は�

受
給
資
格
証
が
変
わ
り
ま
す�

　
町
で
は
、
定
額
給
付
金
の
関

連
法
案
成
立
後
、
速
や
か
に
皆

さ
ん
へ
支
給
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

現
段
階
で
国
が
市
区
町
村
に
示

し
て
い
る
定
額
給
付
金
の
概
要

を
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

支
給
は
世
帯
ご
と
に�

支
給
は
口
座
振
り
込
み�

が
原
則�

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に�

ご
注
意
く
だ
さ
い�

定額給付金を受け取るまでの流れ�

町から申請書類が届く�

口座振り込み希望�

郵送で書類提出�

口座に給付金振り込み�

現金支給希望�

役場窓口で書類提出�

現金を手渡し�



広　　　告�

３月13日（金）から17日（火）まで、2～3月分の水道メーター検針を実施します。�水道メーター検針�

　「ＥＭ菌」。皆さん一度は耳にしたことがあるので
はないでしょうか。有用微生物群（Effective Micro-
organisms）の頭文字をとってＥＭと名づけられ、微
生物を表す「菌」を付けてＥＭ菌と名付けられました。�
　微生物による働きは、「善玉菌」と「悪玉菌」に分
けられ、善玉菌による働きを発酵、「悪玉菌」による
働きを腐敗などと呼んでいます。ＥＭ菌は有機物を発
酵させ、役に立つ物質を生成し、またその環境を浄化
する力を持っています。だから、土壌改良などにはも
ってこいなのです。�
　町健康福祉課では「ＥＭバケツ」購入費用に対する
１個あたり1,000円の助成を行っています。ＥＭバケ
ツに家庭の生ゴミを入れると、ＥＭ菌の働きで家庭菜
園などに最適な肥料に変える魔法のバケツです。バケ
ツはホームセンターなどで2～3,000円程度で購入す
ることができます。�
　町では、ごみの処理に年間 約7,600万円 の予算
を計上しています。生ゴミが減ると燃えるごみの減量
につながり、引いてはごみ処理に要する経費のダイエ
ットにもなります。皆さんも今日からエコに挑戦して
みませんか。�

Vol.13

◎問い合わせ先　健康福祉課　　62－2115

20年�
鏡石町の�

ゴミ収集実績�

1月の収集量（t）�

燃 え る ゴ ミ �

燃えないゴミ�

合 計 �

資 源 物 �

249.5�

8.6�

258.1�

18.9

19年�

258.2�

9.7�

267.9�

18.3

前年対比�

96.6%�

88.7%�

96.3%�

103.3%

・ゴミ減量化、ご協力ありがとうございます。�

神奈川県藤沢市�

　今月号は神奈川県藤沢市ご出身の大塚さんにお話
しを伺いました。�
　藤沢市と言えば江ノ島を思い浮かべる方は多いと
思います。藤沢市は人口約４０万人で、サーフィンや
海水浴などに年間１，３００万人以上が訪れるそうです。
都会的なイメージの一方で「藤沢は、地震対策に敏感
でしたね。防災頭巾は学校用品の必需品でした。学校
の耐震補強なども進んでいたと思います」と話してく
ださいました。�
　大塚さんは、浅草サンバカーニバルに出演されるな
ど活発な方で、本町通りのイベントでも踊ったことが
あるそうです。「子どもの話しは毎日聞くようにして
います。子どもから町の情報が入ってくることも多い
ですよ」と１歳の男の子を抱っこしながら語っていま
した。�
　「鏡石町は子どもたちが色々な体験をできる良い町
ですね。神奈川などでは、体育や家庭科などの授業は
専門の先生が教えることが多いです。学校応援団事業
が始まり、保護者などが積極的に学校に関わっていく
ことは良いことですね」とまちづくりについて話して
くださいました。�

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。
故郷の思い出を語ってみませんか。お問い合わせは、
町総務課（　62-2111）までお電話ください。�

大塚えり子さん（本町）�大塚えり子さん（本町）�

9
たばこ税は貴重な町の財源です。�たばこの購入は鏡石町で�

広　　　告�

健康セミナー開催のお知らせ�

◎日　時　　3月24日（火）�
　　　　　　午後１時30分～午後3時�
◎場　所　　町勤労青少年ホーム�
◎内　容　　健康づくりに活かす身近な薬草�
◎講　師　　高橋　武彦（薬剤師）�
◎問い合わせ・申込み�
　　　　　　町健康福祉課　　62－2115

8

　
今
年
４
月
１
日
か
ら
全
国
一

斉
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

目
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

追
加
品
目
と
料
金
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
現
在
、
エ
ア
コ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
型
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
４
月

１
日
よ
り
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
、
衣
類
乾
燥
機
が
追
加
さ
れ
ま

す
。
４
月
１
日
以
降
は
、
粗
大
ご

み
に
出
さ
れ
て
も
回
収
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
液
晶
・
プ

ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

型
テ
レ
ビ
と
同
額
、
衣
類
乾
燥
機

は
、
洗
濯
機
と
同
額
と
な
る
予
定

で
す
。�

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
は
、

町
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
廃
棄

の
仕
方
は
、
　
家
電
販
売
店
に
依

頼
す
る
　
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者

に
依
頼
す
る
　
郵
便
局
に
備
え
て

あ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、
引

取
業
者
へ
直
接
運
搬
す
る
―
と
い

う
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
者
、
引
取
業
者

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
健
康
福

祉
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。�

�����

　
町
で
は
、
各
地
区
で
年
４
回
の

粗
大
ご
み
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
対
象
品
が
、
粗
大
ご
み
と
一

緒
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
テ
レ
ビ
な
ど
を
粗
大
ご
み
と
し

て
集
会
所
な
ど
に
出
す
こ
と
は
不

法
投
棄
と
な
り
、
法
律
違
反
と
な

り
ま
す
。�

　
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、

決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
み
の
収
集
日
は
、
ご
み

の
種
類
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
の
出
し
方
は
、
毎
年
各

世
帯
へ
配
布
し
て
い
る
ご
み
分
別

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。�

　
家
族
で
ご
み
の
出
し
方
や
ご
み

の
減
量
に
つ
い
て
話
し
て
み
る
の

も
エ
コ
に
関
心
を
深
め
る
い
い
機

会
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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―
２
１
１
５�

衣
類
乾
燥
機
な
ど
も�

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
に�

ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て�

※メーカーによっては料金が異なる場合があります。�

※詳しくは町健康福祉課までお問い合わせください。�

リサイクル料金表�

家庭ごみの収集日�

品　　目� 料　　金�

毎週火曜日�
・金曜日�

毎週第1・3�
木曜日�

毎週第2・4�
木曜日�

各地区�
毎月1回�
・水曜日�

各地区�
年4回�
・月曜日�

燃えるごみ�
燃えないごみ�
缶類・金属類�

びん類・�
ペットボトル�
・食品トレイ�

古紙類� 粗大ごみ�

3,150円�

1,785円�

2,835円�

3,780円�
4,830円�
2,520円�

エアコン�

ブラウン管型、液晶、プラズマテレビ�
（画面サイズが15型以下）�

ブラウン管型、液晶、プラズマテレビ�
（画面サイズが16型以上）�
冷蔵庫・冷凍庫（内容量が170Ｌ以下）�
冷蔵庫・冷凍庫（内容量が171Ｌ以上）�
洗濯機、衣類乾燥機�



◎
人
形
劇
鑑
賞
会�

・
日
時
　
３
月
７
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
か
ら�

・
内
容
　
人
形
劇
団
「
赤
い
ト

マ
ト
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
人

形
劇
『
ケ
ロ
ン
・
ク
ワ
ク
ワ
』

な
ど
の
公
演�

◎
子
ど
も
映
画
会�

・
日
時
　
３
月
14
日
（
土
）�

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま

で�・
上
映
作
品�

　
ア
ニ
メ
『
赤
毛
の
ア
ン
』�

◎
読
み
聞
か
せ
会�

・
日
時
　
３
月
21
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

・
話
し
手
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
　
あ
ゆ
み
ら
い�

・
内
容
　
紙
芝
居
『
う
り
こ
ひ

め
と
あ
ま
の
じ
ゃ
く
』
な
ど�

◎
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な

し
会�

・
日
時
　
３
月
25
日
（
水
）�

　
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で�

・
内
容
　
絵
本
「
ふ
し
ぎ
も
り

の
よ
う
ふ
く
や
さ
ん
」
の
読
み

聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

手
遊
び
、
工
作
。�

・
対
象
者
　
就
園
前
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
の
方�

◎
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー�

　
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ー
マ
は
『
住

ま
い
づ
く
り
』
で
す
。
家
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
部
屋
の
イ
ン
テ
リ

ア
の
参
考
に
な
る
本
を
多
数
展

示
い
た
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
図
書
館�
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�

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時まで窓口業務（証明書発行）を延長しています。�役場窓口業務延長�

火　災 � ０件　�（０）�
救　急�
水　害 �

52�
０�
件�
件�
（52）�
（０）�

（　）は前年同期の件数�

「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」�
（全国統一防火標語）�

◇　◇　◇　◇　◇�

下記の金融機関での口座振替が便利です。�
すかがわ岩瀬農協鏡石支店�・須賀川信用金庫各�
店・�東邦銀行各店�・大東銀行須賀川支店�・福�島�
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局�

（H21. 2. 1 現在）�

12,750人 �（＋16）�

6,222 人 �（＋８）�

6,528 人 �（＋８）�

4,032 世帯 �（＋８）�

（　）�は前月との比較�

（H21.１. 31 現在）�（H21.１. 31 現在）�

件　数 �９件 �（４）�

死　者 �０人 �（１）�

傷　者 � 12人 �（４）�

（　）�は前年同期の件数�

～死亡事故０日数　318日～�

11

人口と世帯数�今月の納税�交 通 事 故 �火災・救急事故�

納入し忘れたものがないか、
お手元の納入通知書を確認
しましょう。�

図
書
館

図
書
館
だ
よ
り

だ
よ
り
�

図
書
館
だ
よ
り
�

町
育
英
資
金
奨
学
生
募
集
�

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
、
障
が
い
を
理
由
に
公
的

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

受
給
者
と
そ
の
生
計
を
同
じ
く

す
る
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が
、

一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
、
そ

の
年
の
手
当
て
の
支
給
が
停
止

と
な
り
ま
す
。�

�

　
平
成
21
年
４
月
か
ら
、
70
歳

か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
額
が
、
１
割
か
ら

２
割
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
平
成
22
年
３
月
ま

で
１
割
負
担
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
る
（
３
割
負
担
の
方
を
除
く
）

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
３
月

下
旬
に
新
し
い「
高
齢
受
給
者
証
」

を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
税
務
町
民
課�
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�

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

◎
日
時
　
３
月
19
日
（
木
）�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分�◎
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

◎
献
血
で
き
る
方�

　
採
血
基
準
表
の
と
お
り
で
す
が
、

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
方
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。�

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
、
過
去
５
年
間
に
献
血
経

験
の
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童
（

18
歳
未
満
）
及
び
父
母
が
い
な

い
児
童
の
た
め
の
医
療
費
助
成

制
度
で
す
。�

　
一
ヶ
月
毎
に
、
世
帯
の
自
己

負
担
し
た
医
療
費
を
合
算
し
て

千
円
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

額
を
助
成
し
ま
す
。�

◎
支
給
制
限�

　
世
帯
の
所
得
な
ど
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
は
、
受
給
で
き

ま
せ
ん
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
健
康
福
祉
課�
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３月21日（土）、４月５日（日）午後１時30分から３時30分まで町勤労青少年ホームで開催�町民相談日程�

◎ペアレントクラス（両親学級）�
日時　３月13日(金)、19日(木)、�
　　　27日(金)午後６時30分～�
場所　町保健センター、町勤労青少年
　　　ホーム�
◎１歳６か月児童健康診査�
日時　３月13日（金）午後１時30分～�
場所　町保健センター�
◎３～４か月児健康診査�
日時　３月18日(水)午後１時30分～�
場所　公立岩瀬病院�
◎９～10か月児健康診査�
日時　３月18日(水)午後１時15分～�
場所　町保健センター�
◎１・２歳児健康相談�
日時　４月３日（金）午前９時30分～�
場所　町保健センター�
◎つどいの広場　子育て講座�
日時　３月23日(月)午前10時～�
場所　町保健センター�
内容　英語で遊ぼう　※申込み制�
◎問い合わせ先�
　町健康福祉課　　６２－２１１５�

乳幼児健診等のお知らせ�

採 血 基 準 表 �

全 血 献 血 �

項 目 � 200ml�
献血�

男性�
45kg以上�
女性�

40kg以上�

16歳～69歳�

400ml�
献血�

男性・女性�
50kg以上�

18歳～69歳�年 齢 �

体 重 �

10

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
�

お
知
ら
せ
�

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
�

お
知
ら
せ
�

70
〜
74
歳
の
�

　
国
民
健
康
保
険
の
方
へ
�

献
血
の
お
知
ら
せ
�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
�

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ
�
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